
事業区分 青少年教育指導者等の養成及び資質の向上に関する事業 

事業名 阿蘇ボランティア入門塾  

 
１ 趣 旨 

 ・ボランティア養成研修をとおして、青少年教育施設におけるボランティア活動の基礎を培い、ボ 

  ランティアとしての態度や能力を育成する。 

 ・施設職員や先輩ボランティアとの交流を通じて、青少年教育施設におけるボランティア活動の魅力 

  に触れ、法人ボランティアとしての登録と活動への意欲を促す。 

 ・熊本県内の県立社会教育施設と連携し、ボランティア活動の選択の幅を広げる。 

  

２ 目 標 

（１）ボランティア入門塾の受講者全員がボランティア登録を行い、今後行われる実際の教育事業等に

おいて、登録者の 5 割が年間を通してボランティア活動に参加する 

（２）ボランティア入門塾に参加者が主体的に参画し、参加者の８割が本事業に「満足」を感じる。 

   

３ 事業展開 

（１）研修プログラム 
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６月１８日（土）～６月１９日（日）は、上記プログラム「安全管理」と「ボランティア活動の技術③」

が入れ替わる。 

[主  催] 国立阿蘇青少年交流の家 

[後  援] 熊本県教育委員会 

[期  日] 第１回 令和４年５月２１日（土）～５月２２日（日）【１泊２日】 

 第２回 令和４年６月１８日（土）～６月１９日（日）【１泊２日】 

[活動場所] 国立阿蘇青少年交流の家 

[参 加 者 ] 第１回 大学生１４名  高校生 ９名 

 第２回 大学生１１名  高校生１１名  社会人１名 

[講  師] 髙見 大介 氏（日本文理大学） 

 薄井 良文 氏（WakuWakuOFFICE あそ Be） 

 尾中 純一 氏（阿蘇青少年交流の家） 

[担当職員] 阿蘇青少年交流の家２名 法人ボランティア５名 



 

 

 

 

 

【忍者修行 その１ 綱渡りの術】     

 

 

 

 

      【安全管理：応急手当】            【ボランティア活動の技術：薪割り】 

 

 

  【グループワーク】          

 

 

 

 

 

 

 

 

 【青少年教育：グループワーク】        【ボランティア活動の技術：アイスブレイク】 

 

４ 成果と課題 

 

（１）成果 

  ○ 過年度に受講した学生（法人ボランティア）が事業全体の進行役を担ったり、アイスブレイク 

を実際に行ったりと、事業運営に参画することで参加者に法人ボランティア登録後の姿や活動の 

イメージづけをすることができた。 

  〇 大学生のみでなく、高校生や社会人など幅広い年代が参加したことで、グループワーク等にお 

いては様々な意見や考えを聞くことができ、参加者自身の新たな気付きを得ることができた。 

  〇 参加者がより多くのボランティア活動を実践できるようするため、熊本県内の公立社会教育施

設と連携し、各施設の職員からそれぞれの施設の事業紹介やボランティア募集等の時間を設けた。

これにより、参加者のボランティア活動の機会が増えることとなった。 

 

（２）課題 

  ● コロナウイルス感染症対策として、２回実施することで参加者が密集しないよう配慮を行った

が、結果的にキャンセル等もあり心配するほどの参加者数とはならなかった。コロナウイルスの

感染状況も踏まえ、次年度は１回のみの実施することも検討したい。 

  ● 阿蘇においては、公共交通機関の便数が少ないため開始時間を早めることが難しい状況にある。 

   これにより所定のカリキュラムを行うには、１泊２日のスケジュールではタイトとなっているた

め、次年度においては実施期間を２泊３日にしたり、参加者送迎を行うなどの対応について課題

である。 

 

 

  


